
校長 永野由可里

まさか自分が屋久島一周100㎞をサイクリングすることになるとは、屋久島に来るまでは全く想

像もしていなかった。しかも、年度内に２回も。自転車にほとんど乗らないまま大人になり、当然、

自転車も持っていなかった。しかし、岳南中に赴任し、3年生のPTA行事として屋久島一周サイクリ

ングがあると知り、どうせなら応援するだけでなく、生徒とともに挑戦しようと決意。自転車を購入

し、練習を始めた。最初は上り坂では押して歩くばかりで、ギアチェンジのたびに車体がぐらつくよ

うな状態だったが、少しずつ走れる距離を伸ばしていった。

昨年は台風の影響で西部林道の橋が流され、一周できなかった。今年、5年ぶりに無事完走できた

ことは、格別に嬉しく感じた。初めて走る西部林道は過酷だったが、懸命に頑張る3年生の姿に励ま

され、最後まで走り抜くことができた。岳南中校区に入ると、地域の皆さんの力強い声援が疲れを吹

き飛ばしてくれた。3年生19名全員が参加し、保護者の支えもあって、安全で充実したサイクリン

グとなった。

10月末、2年生のAさんに「校長先生は2025サイクリング屋久島に出ないのですか？」と声をか

けられ、「出てみようかな」と返すと、すぐに申し込み用のQRコード付きチラシを持ってきてくれ

た。こうして2月16日（日）に参加することが決定。本来なら十分に練習できたはずだが、行事な

どで時間が取れず、本番前の練習はわずか2回、ギアチェンジの確認をしただけで挑むことになった。

天気予報は雨。まず服装に悩んだ。尾之間温泉で経験者の方に「雨具は上着だけでよい」「Tシャ

ツと靴下の替えを小さなリュックに入れる」「エイドステーションには美味しい食べ物と飲み物が準

備されているので、水は自転車のフォルダーにペットボトル1本あれば十分」などのアドバイスをも

らい、一安心して早めに就寝した。

当日は朝からずっと雨。出発前に参加者全員で集合写真を撮影し、7時30分に第1グループがスタ

ート。私は第3グループでAさんとともに出発した。最初は1列で走行。安房体育館までは順調に進

んだ。しかし、屋久島高校が見えてきた頃、自転車のチェーンが外れ、バランスを崩して転倒して

しまった。すぐに鹿屋体育大学サイクリング部の学生さんがサポートしてくれ、大変助かった。そ

の後、宮之浦の総合開発センターを出たところで再びチェーンが外れ、再度サポートしてもらった。

永田の坂では、しばらく並走してくださりながらギアチェンジのコツを教えてもらい、その後はト

ラブルなく走ることができた。永田公民館での昼食では、鯖節味噌がとても美味しく、温かい豚汁

で身も心も温まった。体力のあるAさんには先に出発してもらい、私は最後尾でゆっくりと出発。

西部林道の途中で雨具を脱ぐと、9月に3年生と走ったときとは逆周りのため、以前は押して歩いた

きつい坂が、気持ちよく走れる下り坂になっていた。しかし、西部林道を抜けた後の長い下り坂で

は、ブレーキを握る腕に大きな負担がかかり、腕がだるくなった。また、転倒時に打った腰が痛み、

恐怖からか心臓が締め付けられるような気がして、意識が遠のきそうになるのを必死にこらえた。

腕を休めるために、初めて片手運転に挑戦し、少しずつ自信を取り戻した。栗生では美味しいカレ

ーで元気が回復し、再びペダルを踏み続けた。天気が良くなり、海がキラキラと輝いていて、とて

も美しかった。「ああ、なんて幸せなんだろう！」「誘ってくれたAさん、本当にありがとう。」こん

な素敵なところで学べる岳南中学校の生徒は、本当に恵まれている。屋久島の自然や文化に誇りを

持ち、この素晴らしいふるさとを大切にしてほしい。

小島に入ると、9月に一緒にサイクリングした3年生のBさんの姿が見えた。「よし、あと少し頑張

ろう！」と元気をもらい、最後の力を振り絞った。結果は8時間12分でゴール。9月には時計回り

でゆっくり11時間かかったことを考えると、反時計回りのほうが楽なコースな

のかもしれない。屋久島の大自然に抱かれながら、全身でその素晴らしさを感

じたサイクリングだった。岳南の子どもたちに生まれ育った屋久島に誇りを持

ち、挑戦することの大切さを、これからも伝えていきたい。一歩ずつ前に進め

ば必ずゴールにたどり着くことができる。これからも諦めずに挑戦し続けよう。
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1月 22日（水）に，永田米生産者の計屋伸一郎さんにお越
しいただき， 1年生を対象に講話を行っていただきました。
計屋さんは，米の生育から私たちの食卓に届くまでの過

程を丁寧に教えてくださり，私たちが何気なく食べている
お米には，生産者の努力と自然の恵みが詰まっていること
を学びました。子供たちは，地元屋久島の食文化を身近に
感じるとともに，食への関心と感謝の気持ちをさらに高め
る良い機会となりました。

1月 30日（木）に，今年度最後のGFTが 1・ 2年の生徒会主催によって行われました。
今回は，アイディアを重ねて「謎解きアドベンチャーゲーム」を企画していました。

当日の学年を超えたグループの活動は，単に楽しむだけではなく，意見を出し合い，協
力しながら進めることができました。また，今回の謎解きにはもう一つの特別な仕掛け
が用意されていました。それは，謎解きを進める中で，グループで次々とキーワードを
集めていき，最後にそのキーワードをつなぎ合わせると， 3年生への素敵なメッセージ
が完成するというものです。このメッセージには， 1・ 2年生からの感謝や応援の気持ち
が込められており，3年生にとってはとても感動的で心温まるサプライズとなりました。

２月５日（水），２年生の家庭科の授業で，「着物の着付け」
を行いました。授業では，日本の伝統的な衣類である着物につ
いての正しい知識と着付けの基礎を学びました。実際に着物を
着た子供たちは，姿勢が自然と整い，立ち居振る舞いも優雅に

なったような気がしました。また，着物は今後，「 20歳の集い」

や「結婚式」等，大切な節目にまとう機会があることでしょう。
楽しみですね。

２年ＰＴＡ役員さんを中心に，企画および準備してくだ
さった立志式が２月８日（土）に行われました。この儀式
は，自らの「志」を立て，将来についての考えを深めると
ともに，保護者と教師が子供たちの成長を共に祝い，思い
出の時間を演出することが目的です。今回は，キャンドル
の灯に願いを込め，吹き消すことで，その願いが叶うこと
を信じて，将来の誓いを立てました。自分の夢や目標に向
かって，一歩ずつ進んでいくことを期待します。

３月４日 （火） ･･･ 登山（1年）
３月 ５・６日 （水） ･･･ 公立高校一般入試
３月７日 （金） ･･･ 送別球技大会，第 5回ＰＴＡ理事会
３月 11日 （火） ･･･ 卒業式予行，卒業式準備
３月 12日 （水） ･･･ 第 43回卒業式
３月 19日 （水） ･･･ 第３回学校関係者評価委員会
３月 25日 （火） ･･･ 修了式，離任式，大掃除，ＰＴＡ送別会


